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１－１．基本計画から個別施策までの連動の全体像 2

目指すべき社会像・
ビジョン

（「Society 5.0の
実現」等）

大目的

大目的・・・

中目的

中目的
小目的

小目的

小目的プログラム

プログラム

プログラム

・・・

・・・

・・・

・・・
指標①

指標②

指標③
主要指標④→達成水準・時期を設定プログラム単位の

ロジックチャートによる体系化

個別施策

個別施策

個別施策

統合戦略で詳細化
（小目的や各プログラムを個別施策と紐づけ）

基本計画で整理・体系化
（社会像から、プログラムの妥当性・関係性までを整理）

個別政策領域から
見た最上位の目的

個別政策領域の最上位
目的に至るために実現
すべき、重要な状態

小目的を実現するために
束ねられた一連の施策群

中目的に至るために
実現すべき、重要な
状態

lCSTIの司令塔機能として、基本計画の進捗状況を適切に把握・評価し、政府全体での科学
技術・イノベーション政策の企画立案力を高める。
lこのため、基本計画から個別施策までの連動性を高め、評価専門調査会で基本計画の進捗

状況を毎年度把握・評価し、その結果を次年度の統合イノベーション戦略等の策定につなげる。



１－２．基本計画・統合戦略のPDCAサイクル 3

基本計画の策定

統合戦略の策定

Plan

Doプログラム・個別施策の
実行

評 価
【評価対象】 ・予定されているもの ・実施中のもの

・終了したもの ・終了後数年経過したもの

改善・対策、
意志決定Action

各府省ＣＳＴＩ

Check
科学技術の発展／イノベーションの創出

大/中/小目標
プログラム
個別施策

情報やデータ（エビデンス）に基づく
成果・課題・問題点の把握

次の計画等に反映



１－３．評価と統合戦略・次期基本計画への反映の流れ 4

年度 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

第5期
基本
計画

第6期
基本
計画

第7期
基本
計画

5期レビュー

Plan
6期検討

Do

Do

Plan

Check 2 5期レビュー②

Check2

Check1

6期レビュー②

6期レビュー

統合イノベーション戦略評価専門調査会

7期Planへ

8期Planへ

Do

Check1

評価専門調査会

統合イノベーション戦略

５ヶ年計画

Action(意志決定)

Action(意志決定)



２－１．個別施策の評価と施策の総合的な評価の連動（案） 5

〇 施策等評価
事前
中間
事後
追跡

府省、独法、大学等の
様々なデータ

〇 研究者等の評価
〇 研究開発機関等の評価

大目的

中目的

プログラム

・・・

施策

小目的

基本計画・
統合戦略等
各種戦略の
改善・推進

基本計画の枠組

政策・施策の
検討に活用

情報やデータ（エビデンス）に基づく基本計画の評価・モニタリング
・基本計画に沿った目指すべき成果が出ているか、着実に進んでいるか
・重点化すべき分野はどこか（伸びている点、不足している点など）
・各府省の連携・役割分担ができているか、重複は回避できているか
・長期的インパクト、社会経済への影響を把握し、評価

Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｉ

各
府
省

評価のルール(指針)の提示
・PDCAサイクルの構築
・評価の品質確保
・結果の公表

ü 適正な評価および評
価結果の活用が行
われているかの確認
も実施

データの整理・分析
・各施策の目標と基本計画との整合
（いつまでに、何を、どのように目指しているか）
・どの分野にどれくらいの予算・人員が投入されているか
・毎年度の成果の確認 〔国全体（マクロ）、各プログラム等（ミクロ）〕

・基本計画に関連する研究開発の紐づけ
・各研究開発の目標、予算、研究者、評価基準
・実施状況（成果、達成度）
・評価結果

評価関連データ
の蓄積・共有

（項目の入力）

評価基盤システム (仮称)
(研究開発評価に関するDB)

e-CSTI



参考：ロジックチャートを基にした評価・モニタリングの流れのイメージ 6

目指すべき社会像・
ビジョン

（研究力の強化等）

大目的

大目的・・・

中目的

中目的
小目的

小目的

小目的プログラム

プログラム

プログラム

・・・

・・・

・・・

・・・

個別施策

個別施策

個別施策

女性研究者
割合

Top10 %
論文数

論文数

《達成水準が良好な場合》
〇良好に進んでいる理由の分析・把握

《達成水準が良好でない場合》
〇良好に進んでいない理由の分析・把握

以下の面からの分析・把握
・研究開発の内容面
・研究開発の実施体制面
・予算面
・人材面
・制度面

※各省評価が良好に機能しているかの面

若手教員
比率等

ロジックチャート

①指標のモニタリング（状況確認）
②要因の分析

③情報やデータ（エビデンス）に基づく要因の把握

④結果を受け評価
（※ロジックチャートの改善に向けた提言等も含む）

⑤基本計画や各種戦略の
改善・策定
（評価結果を活用）



２－２．データ収集・分析の方法（案） 7

〇 e-CSTIとの連携
・ STI関連統計の見直し（重複排除、即時性）

〇 各府省、各研究開発からの効率的なデータ収集
・ 政府統計データの効率的活用
・ 政府全体での情報共有ワンストップ化を含めて検討
・ 大学・独法の業務管理システム、論文データベースからの情報取得など、継続的、

かつ、研究者等（被評価者）に過度の負担とならない仕組みを検討

〇 シンクタンク機能の構築
・ STI政策、基本計画の改善のための意見交換
・ 個別施策の評価方法の改善(評価枠組み、指標開発など)

l研究開発評価に関するデータベースとして、評価基盤システム（仮称）を構築し、効率的
なデータ収集・分析を実施することにより、基本計画に関するＤＸの実現を目指す。
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